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代表メッセージ 

FEARLESS は、AI 社会インフラの実現を通じて社会課題を解決し、未来を築く責任を果

たしています。 

Vol.3 となる本報告では、2025 年後半にかけての更なる事業発展、国際連携の深化、そし

て AI 社会インフラの商用化に向けた確かな進展を総括します。 

 

2025年度 中間総括 

成果の拡⼤ 

• 無人モビリティ商用化案件の増加 

• 都市 OS・AI 基盤の導入事例が複数進行 

• 国際共同プロジェクト（欧米・アジア太平洋）での成果発表 

• CSR 活動を通じた地域・社会からの信頼拡大 

外部認知 

• 国内外の主要メディアでの掲載 

• 投資家・パートナーからの継続的評価 

• AI 国際会議における発表・登壇実績 

 



 

事業ハイライト 

AI社会インフラの深化 

• 商用無人タクシー・自動運転トラック運行の実用化支援 

• スマートポート・自動倉庫への AI 適用拡大 

• デジタルツインと都市 OS を組み合わせた都市運営の高度化 

国際展開の加速 

• 欧州主要都市との都市 OS 連携協議 

• アジアでの物流 AI 導入支援プロジェクト始動 

• 米国企業とのデータ共有・MLOps 協力枠組み設立 

社会的取り組み（CSR） 

• 若年層向け AI 教育プログラムの拡充 

• 高齢者・障害者支援 AI システムの地域実証 

• 環境負荷低減に向けた AI 活用型エネルギー管理モデル 

 

成⻑モデル 

AI成⻑モデル（Vol.3版） 

コア領域 

AI 社会インフラを商用段階に引き上げ、社会全体に浸透させる。 

成⻑エンジン 



 

1. 無人モビリティ商用化：都市交通・物流での本格展開 

2. 都市 OS の標準化：自治体・企業連携による国際規格提案 

3. データ資産化：AI アルゴリズム強化・API 課金モデル確立 

成⻑ドライバー 

• 実証 → 商用 → 広域展開のフェーズ移行 

• パートナーシップによる国際標準化リード 

• データプラットフォームの継続拡張 

収益モデル（拡張版） 

• 商用導入支援契約（都市・企業向け） 

• SaaS／ライセンス収入 

• データ・API 課金モデル 

• AI安全運行保証（SLA ベース） 

KPI（Vol.3アップデート） 

• 商用化案件数：前年比増加率 

• 運行台数・運行区画の拡大 

• 都市 OS 導入自治体数 

• データ API利用数・MRR／ARR の成長 

• 顧客満足度・継続契約率 

今後の展望 

中期計画（2026〜2028年） 

• アジア・欧州での商用展開拡大 

• 標準化を通じた国際的リーダーシップの確立 

• パートナーエコシステムの拡充 



 

⻑期ビジョン（2030年〜） 

• 世界主要都市における AI 社会インフラの普及 

• 社会全体の安全性・利便性の最大化 

• データ・AI による持続可能な都市経済モデルの確立 

 

 

外部評価と信頼性 

国際評価 

• 欧州 AI カンファレンスでのベストプレゼン賞受賞 

• 米国主要メディアでの特集記事掲載 

• アジア各国政府との共同声明発表 

信頼の基盤 

• コンプライアンス・ガバナンス体制の徹底 

• 公的機関との連携による信頼性担保 

• ステークホルダーからの高評価の継続 

 

 

 

 

 

 



 

年次⽐較（Vol.1〜Vol.3） 

項⽬ Vol.1（創設期） Vol.2（拡⼤基盤） Vol.3（商⽤化・標準化） 

位置づ

け 

AI社会インフラの構想提

⽰ 

実証・展開基盤の確

⽴ 

商⽤化・国際標準化の段階へ 

主な成

果 

- 無⼈モビリティ実証開

始 

- CSR活動スタート 

- ⼀次情報資産（年次報

告 Vol.1発⾏） 

- 実証件数増加 

- 海外拠点強化 

- CSR活動定着（教

育・清掃活動） 

- ⼀次情報資産拡充

（Vol.2発⾏） 

- 商⽤化案件の増加 

- 国際連携プロジェクト進展 

- 都市 OS・データ基盤の実装 

- 国際会議での発表実績 

成⻑モ

デル 

構想段階︓三層型成⻑モ

デル（貿易→AI→保険） 

実証基盤︓AI社会イ

ンフラ成⻑モデル 

商⽤・標準化︓AI成⻑モデル（商⽤

化・データ資産化・国際規格） 

KPI - 実証開始数 

- 実証件数 

- 商⽤化準備案件数 

- 商⽤化案件数 

- API利⽤数 

- MRR/ARR成⻑率 



 

項⽬ Vol.1（創設期） Vol.2（拡⼤基盤） Vol.3（商⽤化・標準化） 

国際展

開 

- 構想レベル 

- アジア太平洋中⼼

に拡⼤ 

- 欧⽶・アジア同時進⾏ 

- 国際規格提案開始 

CSR - 地域清掃・啓発開始 

- 教育プログラム導

⼊ 

- ⾼齢者⽀援 AI・環境モデル実証 

外部評

価 

- 初期的な掲載 

- 国内外メディア掲

載拡⼤ 

- 国際会議で受賞・特集記事 

資料化 年次報告 Vol.1 年次報告 Vol.2 年次報告 Vol.3 + ⽐較年表 
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